
   

 

  

 

作業療法士が認知症予防に関連する地域活動に対して応用できること  

～地域生活に基づく生活リズムを捉える視点から～                                                                                                                         
 

                                  久米 裕 

秋田大学大学院医学研究科保健学専攻作業療法学講座 作業療法士 

 

秋田大学では，文部科学省の平成27年度新規重点補助事業である「地（知）の拠点大学による地方創生推進

事業（COC+）」の一環として，認知症予防運動プログラム・コグニサイズを活用した健康コミュニティづくり

を推進している．演者は，秋田県の自治体（東成瀬村，男鹿市，潟上市）をはじめ，各地域で拠点をもつ地域包

括支援センターと協働して認知症予防に関連する地域活動にこれまで取り組んできた．当該活動を通して，同運

動プログラムの効果を科学的に検証するだけでなく，「生活リズムを構築する」という作業療法がもつ専門的視

点を応用して地域住民に対する教育活動を実践してきた． 

本教育セミナーでは，実際に地域で暮らしている事例（認知症，フレイルなど）の活動と休息のリズムに関す

るデータを示しながら，作業療法が認知症予防の地域事業へどう参画できるかを考える場としたい． 

 

略歴 ● 久米 裕 （くめ ゆう） 
 

【職務経歴】 

2007年4月～2012年3月 社会医療法人興生会 横手興生病院 作業療法士（精神障害） 

2012年4月～現在 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻作業療法学講座 助教 

【資格】 

作業療法士，保健学博士（秋田大学大学院，2016年3月修了） 

【研究分野】 

高齢期における概日リズムに関する研究, 認知症予防に関する介入研究 

【社会活動】 

秋田大学，文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」，認知症予防運動プログラム・

コグニサイズの実践（2015年4月～継続中） 
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